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【環境審議会】会議概要 

会 議 名 令和６年度第１回環境審議会 

事 務 局 

環境部長・荒井 広幸、環境政策課長・吉尾 文彦、ごみ減量推

進課長（生活環境保全課長兼務）・橋本 太郎、足立清掃事務所

長・長谷川 澄雄 

開催年月日 令和６年６月２４日（月） 

開 催 時 間 10時 00分から 11時 40分まで 

開催場所  足立区役所８階庁議室 

出 席 者 

※：オンライン参加 

田中 充 百田 真史 ※水川 薫子 渡辺ひであき いいくら昭二 

土屋 のりこ 横田 ゆう 田中 功一 小泉 俊夫 久我 俊夫 

茂木 福美 中村 重男 上 茂之 高橋 杏奈 工藤 信 

欠 席 者 なし   

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

 

・令和６年度第１回足立区環境審議会資料 

 

そ の 他 
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（吉尾文彦 環境政策課長） 

定刻になりましたので始めさせていた

だきたいと思います。環境政策課長の吉

尾でございます。 

今回、委員の改選がございましたの

で、会長が決まるまでの間、事務局の環

境政策課長吉尾が進行させていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

会議に先立ち事務局からお知らせがご

ざいます。今回も昨年同様、会場とオン

ラインの併用で会議を開催いたします。

従いまして発言の際は、会場にいらっし

ゃる方々はマイクボタンを押して、ゆっ

くりはっきりを意識していただきますよ

うご協力をお願いいたします。 

それではただいまから、令和６年度第

１回足立区環境審議会を開催いたしま

す。 

初めに、本日の出席委員数を報告いた

します。委員定数 15名、出席委員数は

オンライン１名、会場 14名の合計 15名

ですので、本日の環境審議会は成立して

いることをご報告いたします。 

それでは次第１、委嘱状の交付に移り

ます。今回、区議会推薦以外の委員 11

名の皆様は任期満了に伴う改選となりま

した。また、区議会推薦の委員４名のう

ち２名の方が交代となり新たに選任され

ております。委嘱状は、該当される委員

の机上にご用意させていただきました。

また、オンラインでご参加の委員には事

前に郵送させていただいております。 

それでは開会に先立ちまして、工藤副

長より一言ご挨拶をさせていただきたい

と思います。 

（工藤信 委員） 

副区長の工藤でございます。今日も朝

早くからお越しいただきまして、ありが

とうございます。 

だいぶ遅れて梅雨に入りまして、また

異常気象で今年も大雨がとても心配され

る状況です。すでに九州ですとか西の方

は線状降水帯も発生をしております。去

年は６月１日に足立区付近に線状降水帯

に近い雲が発生し大雨で、避難所の開設

を急遽させていただきました。これから

やはり環境の点というのは切っても切れ

ない、私達にとってもそうですし、区民

の皆さんの生活にとっても非常に重要な

ことだというふうに認識しております。 

新しく委員になられた皆さんもいらっ

しゃいますので、忌憚のないご意見をい

ただいて、環境のために何ができるのか

ということで、一歩でも進められればと

思いますので、ご協力よろしくお願いし

ます。簡単ですが以上でございます。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

ありがとうございました。それでは次

第の２です。新たな体制になりましたの

で、委員の皆様を次第の裏面の名簿の順

に私より紹介させていただきます。初め

に、学識経験者の委員でございます。 

法政大学名誉教授、田中充委員。 

東京電機大学未来科学部建築学科教

授、百田真史委員。 

オンラインで出席されております、東

京農工大学農学部環境資源科学科講師、

水川薫子委員。 

次に、区議会推薦の委員です。 

渡辺ひであき委員。 

いいくら昭二委員。 

土屋のりこ委員。 

横田ゆう委員。 

次に事業者推薦の委員です。 

足立区商店街振興組合連合会推薦、田

中功一委員。 
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東京商工会議所足立支部推薦、小泉俊

夫委員。 

次に、団体推薦の区民委員です。 

足立区町会自治会連合会推薦、久我俊

夫委員。 

足立区女性団体連合会推薦、茂木福美

委員。 

次に、公募による区民委員です。 

中村重男委員。 

上茂之委員。 

高橋杏奈委員。 

最後に行政機関の委員です。 

足立区副区長、工藤信委員。 

委員の皆様、どうぞよろしくお願いい

たします。 

続いて事務局として出席しております

環境部の管理職を紹介させていただきま

す。 

環境部長、荒井広幸。 

ごみ減量推進課長・生活環境保全課長

を兼務しております、橋本太郎。 

足立清掃事務所長、長谷川澄雄。 

改めまして私、環境政策課長の吉尾で

す。皆様どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

次に、本審議会の公開・非公開に関し

てですが、「足立区審議会等の設置およ

び運営に関する指針」におきまして、個

人に関する情報等、公にすることが不適

当なものを除き審議会の会議は公開する

ものとされております。その他審議会に

おいて公にするべきではないと認められ

る情報があれば、審議会の決定により非

公開とすることができると定めていま

す。 

会議全体また個別案件について非公開

とすべき事項があるとお考えの委員の方

がいらっしゃいましたら、ご意見いただ

きたいと思いますがいかがでしょうか。 

（意見なし） 

無いようですので本審議会は公開とさ

せていただきます。 

なお、本日は傍聴希望の方がいらっし

ゃいますので、ご入場いただきたいと思

います。 

続きまして次第の３、配付資料の確認

でございます。事前に皆様にお送りさせ

ていただいた資料は、本日の次第、裏面

に委員氏名と足立区環境審議会規則抜粋

が記載されているもの、足立区令和６年

度第１回足立区環境審議会資料でござい

ます。 

次に本日の進め方ですが、これから選

任します会長の進行により確認がござい

ましたら、ご意見やご質問がある場合に

は、オンラインの方は挙手ボタン、また

は画面に向かってわかるように挙手をし

ていただきたいと思います。会場の委員

の方は挙手をお願いしたいと思います。 

会長指名によりお一人ずつご意見ご質

問等お願いいたします。その後、委員か

らのご意見ご質問が揃ったところで、会

長の進行で事務局からお答えをいたしま

す。進め方の説明は以上でございます。 

続きまして次第の４、会長の選任に進

みたいと思います。お手元にお配りした

本日の次第の裏面「足立区環境審議会規

則」抜粋をご覧いただきたいと思いま

す。環境審議会規則第３条２項に記載の

とおり、会長は審議会を代表し、会務を

総理することが定められております。会

長選任は前条第１項第４号、すなわち学

識経験者の委員の中からの互選により定

めることとなっております。 

学識経験者の委員は、田中委員、百田

委員、水川委員のお三方でございます
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が、いかがでしょうか。 

（百田真史 委員） 

はい、百田でございます。私は田中委

員に会長をお願いしたいと思います。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

はい。ただいま百田委員から推薦があ

りましたが、委員の皆様いかがでしょう

か。 

（異議なし） 

それでは田中委員を会長に選任いたし

ましたので、よろしくお願いいたしま

す。田中会長、一言ご挨拶をお願いいた

します。 

（田中充 会長） 

はい。ご推薦をいただきました田中充

でございます。前期から引き続きという

ことになりますけれども、ふつつかなが

ら会長職を務めさせていただきたいと存

じます。 

先ほど副区長からのご挨拶もございま

したが、気候変動問題をはじめとして自

然環境や生物多様性の保全、あるいは資

源循環等の様々な課題が足立区において

も山積をしております。どうぞ委員の皆

様の忌憚のないご意見を頂戴しながら、

足立区の環境政策、環境行政の推進にお

力添えをいただければと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

ありがとうございました。会長が決定

しましたので、この後の進行は田中会長

にお願いいたします。 

（田中充 会長） 

はい。それでは改めまして、皆様どう

ぞよろしくお願いいたします。 

続いて副会長の選任ということになり

ますが、先ほどご紹介がありました審議

会規則によりますと、副会長は委員の中

から会長が指名するということになって

ございます。大変恐縮ですが、私から指

名させていただきたいと存じます。百田

委員に引き続き副会長をお願いしたいと

思いますが、いかがでしょうか。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

（百田真史 副会長） 

よろしくお願いします。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。 

続きまして次第の６になります。議事

録署名人の指名になります。議事録署名

人というのは、審議会の後、議事録を取

りまとめて委員の皆様の確認のあと最終

的に議事録を確定することになります

が、その際に、それが正しいものである

という内容を確認するために署名してい

ただくというものでございます。 

今回は会場でご出席の委員の中から、

いいくら委員と横田委員にお願いしたい

と存じます。恐縮ですが、どうぞよろし

くお願いいたします。 

それでは早速本題の方に入ります。報

告事項は大きく７点ございまして、一部

の案件は複数件まとめてご報告いただい

た後に質疑をお願いしたいと思います。 

それでは、まず報告事項１について事

務局から説明をお願いいたします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

資料をお開きください。「区内の二酸

化炭素排出量の算定結果について」ご説

明いたします。最新の二酸化炭素の排出

量実績、これはオール東京 62市区町村

共同事業の独自算定によるもので、都全

体のエネルギー使用量を地域ごとの活動

量に按分した数値ということで、最新の

実績は 2021年度の排出量です。 

項番の１、2021年度 CO₂排出量です
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が、足立区は前年度比 3.3％増という状

況です。足立区環境基本計画では、CO₂

の削減目標を 2030年度に 2013年度比

46％以上というところを目指しています

が、比率でいきますと 18％削減だった

というところです。なお、前年度比

3.3％増というのは 23区平均より高い状

況です。（２）のグラフをご覧いただき

たいと思います。この横棒で表した

2030年度の排出量目標に向けて進めて

いくというところをグラフで示していま

す。 

続きまして２ページをご覧ください。

部門別 CO₂の排出割合です。足立区の特

徴は家庭部門が 41.7％と高い割合にあ

るというところです。そして（４）、部

門別 CO₂排出量の増減率をご覧いただき

たいと思います。建設業そして製造業、

こちらの前年度比増減率をご覧いただき

たいと思います。それぞれ 19.4％、

25.8％の増という状況になっています。

そして先ほどお話させていただきました

家庭部門は、前年度比 5.0％増という状

況になっています。 

項番の２、現状分析と今後の対応で

す。現状分析のところ、足立区で排出割

合が高い家庭部門ですが、こちらは一人

当たりの排出量が５％増加という形にな

っています。これは近隣区と比較しても

高い水準です。そして産業部門、特に製

造業、建設業で高い増加率となっている

ところです。 

この原因の考察ですが、家庭部門につ

きましては、新型コロナウイルス感染拡

大に伴います外出自粛の継続やリモート

ワークの定着、そういったものが原因に

なっていると考えています。そして製造

業、建設業ともに活動の増というところ

ですが、この２業種とも、前年までは削

減率が高かったもののため、増加率が跳

ね上がったというところがあったのかな

というところです。 

（３）今後の対応策ですが、家庭部門

への排出削減に向けた働きかけです。ホ

ームページ、ＳＮＳに加え、今年度は月

に１回、あだち広報に環境コラムという

ものを掲載し、CO₂の排出削減であると

か、生ごみ・雑がみの処理の豆知識など

を発信してまいります。そして②といた

しましては、脱炭素は家計に優しいをテ

ーマにした、身近な取り組み事例などを

リーフレットにまとめて啓発を展開して

まいりたいと考えております。 

製造業、建設業部門の排出削減に向け

た働きかけですが、関連団体にも周知を

させていただくことに加えて、新たに今

年度、省エネ機器の更新費の補助を発足

させておりますので、そちらのＰＲを通

じて啓発活動を行っていきたいと考えて

おります。以下、参考データを掲載させ

ていただいております。私の説明は以上

です。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。報告事項１

ということで、区内の二酸化炭素排出量

の算定結果についてご紹介をいただきま

した。これはオール東京 62という、東

京都全体の共通方式で排出量を推計して

おりまして、そのため若干時間がかかる

ものですから、今日ご報告いただいたの

は 2021年度のデータになります。時間

差を置いて報告がまとまるということに

なっております。 

この内容につきまして、６ページまで

参考資料も添付されておりますので、そ

こも含めて、ご質問あるいはご意見ござ
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いましたらお願いをしたいと思います

が、いかがでしょうか。はい、横田委員

お願いいたします。 

（横田ゆう 委員） 

横田です。今報告がありましたよう

に、部門別の CO₂排出量の割合で足立区

の家庭部門は 41.7％ということで高い

ということになってますけれども、これ

は人口が多いということで、後ろの方の

資料でいうと１人当たりにすると１位で

はないということがわかりました。やは

りここの今後の対応策ということで、区

の方でも様々な周知などをしているとい

うことなんですけれども。CO₂削減の取

り組みがこれまで始まっていると思うん

ですが、例えばプラスチックの分別回収

がすでに千住・宮城・小台・新田地域で

始まっていますけれども、これが順調に

進んでいるのかということと、粗大ゴミ

のリユース事業で、「おいくら」が始ま

ってると思うんですが、この実績はどれ

ぐらいなのかということ。 

それからマイボトルを活用してペット

ボトルの使用を削減するということも始

まっていて、給水用のスポットが、区内

でも地域学習センターですとか区民事務

所で、93ヶ所も始まってるということ

で、こういうことの周知もやっぱり必要

ではないかなっていうことでお知らせを

してほしいということで、質問が２点と

あと要望が１つですが、よろしくお願い

します。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。横田委員か

ら家庭部門の排出量に関係して、資源の

回収、その周知についてのご質問あるい

はご要望をいただきました。３点ござい

ましたので、まとめて今の段階でお答え

していただきましょうか。よろしくお願

いいたします。 

（長谷川澄雄 足立清掃事務所長） 

まずプラスチックの分別回収について

ですが、４月１日から荒川南側堤南地域

の方で実施をさせていただき４月、５月

と順調に進んできております。４月の当

初は排出曜日の間違いですとか、そうい

ったところで若干混乱しておりましたけ

れども、今のところ順調に進んでいると

ころです。 

２点目の「おいくら」の実績ですけれ

ども、おいくらにつきましては、粗大ゴ

ミのリユースプラットフォームという形

で実施させていただいておりまして、実

際にどのくらい引き取っていただいたか

というところについては、数の詳しい報

告はありませんが、６割以上の方々が満

足されて取引をされてらっしゃると聞い

ておりますので、ご報告させていただき

たいと存じます。 

（田中充 会長） 

はい、わかりました。それからこれは

ご意見と思いますが、ペットボトルの使

用削減に向けた周知をぜひ徹底的に図っ

て欲しい、こういうご要望があったかと

思います。こちらには何かコメントござ

いますか。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

ご要望を承りましたので、周知を積極

的に行っていきたいと思います。 

（田中充 会長） 

わかりました。はい、工藤委員どう

ぞ。 

（工藤信 委員） 

少なくとも公共施設では、なるべく自

販機ではペットボトルを置かないという

ことと、もし使うとしても完全再生ペッ
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トボトルにしますということ、それと本

庁舎ですとか各地域学習センターでは、

給水器を置いて皆さんにマイボトルで水

を召し上がっていただけるよう、いま数

を増やしていっているという状況でござ

います。 

（田中充 会長） 

追加でご説明をいただきました。その

他委員の方からいかがでしょうか。ご質

問ご意見お願いしたいと思います。は

い、渡辺委員、どうぞお願いします。 

（渡辺ひであき 委員） 

区議会の渡辺です。よろしくお願いい

たします。今清掃事務所長の方から、プ

ラの分別回収については順調だというお

話ですけれども、私は最近、千住地域の

方々から不便と、それから問題があるよ

というご指摘をいただいております。と

いうのは、一週間に一遍の収集でありま

すから、家の中に相当溜まってしまうと

いうのがまず１点。それからもうひと

つ、プラスチックの軽いものだけをごみ

袋に入れて置いておくと、飛んでいって

しまうということがあります。その点に

ついてですね、そうしたご意見が区の方

に届いているのかということが１点。 

それから CO₂の排出量については、

2030年度までに 138万ｔに減らすとい

うことになる。現在の数値から約 34％

減らさなきゃいけないということになる

と、資料の中にもあったように省エネの

家電それから省エネ、創エネ、このこと

について補助事業をしていくっていうの

は結構大きなことなんだって思っており

ますけれども、ごみの減量についてです

ね。特に可燃ごみの収集日が１日減って

るわけですから、ごみの減量についてで

すね、啓発活動を行っていくことが重要

だというふうに思いますけれども、その

点についてお伺いしたいと思います。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。内容的には

２点あったかと思います。１つはプラス

チックの回収事業について、区民の方か

らそういう声も聞いてるが届いてるかど

うか、という確認がございました。それ

からもう１つ、排出量の削減方策につい

て、省エネ・創エネに加えてごみの減量

策も大事だというご指摘もいただきまし

た。それでは事務局いかがでしょうか。 

（長谷川澄雄 足立清掃事務所長） 

まず、プラスチックの分別回収が週１

回ということで、家の中に溜まってしま

うという声も、私共の方にいくつか届い

ているところでございます。ただ本当に

先ほどお話をしたようにプラスチックの

分別、非常に協力していただいておりま

して、どうしても嵩張るものございます

ので、少しでも重ねていただくなど、工

夫して出していただければとお願いをし

ているところです。 

次に、軽いので風で飛んでしまうとい

うお話ですけれども、防鳥ネットの貸し

出しをしておりますので、活用していた

だいたりですとか、もし無い場所がござ

いましたら、速やかにお持ちをして対応

させていただきたいと考えているところ

です。 

（橋本太郎 ごみ減量推進課長） 

ごみの減量の具体的な方向性といいま

すか、相対的に CO₂を減らすということ

も大事なんですけど、これは例えば、生

ごみも水分を切ることで具体的な効果が

得られますとか、雑がみについては、ま

だまだ捨ててしまってなかなかリサイク

ルに回らないっていう状況などございま
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すので、例えばこの間のしょうぶまつり

では、実践的な取り組みとして、子供た

ちに雑紙を入れる袋を作ってもらいまし

たが、具体的になるべくリサイクルに回

すようなことを啓発もしておりますし、

ホームページなどでも発信をしていると

ころです。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

省エネ・創エネ補助金につきまして

も、先ほどご説明させていただいたコラ

ムであるとか、今お話があったイベント

であるとか、そういったところに機を捉

えて周知を積極的にやってまいりたいと

思います。それで太陽光発電が、今年度

予算を大きく拡充させていただいたとこ

ろですが、申請開始から２ヶ月ほどでこ

の予算をほぼ使うぐらい、申請が非常に

多い状況ですので、この機運を捉えて積

極的に周知してまいりたいと考えており

ます。 

（荒井広幸 環境部長） 

補足をよろしいでしょうか。 

（田中充 会長） 

はい、どうぞお願いします。 

（荒井広幸 環境部長） 

太陽光発電の補助金は、昨年度の当初

予算と比較して６割以上増額をして、今

年度の当初予算を組みました。また、セ

ットで必要になる蓄電池の方も昨年度の

当初予算の倍以上の額をつけて組んだん

ですけれども、申請開始２ヶ月と少しで

ほぼ１年分を見越していた予算を消化し

てしまうというところでして、今一旦補

助を止めてるんですが、また補正予算の

ご相談させていただいて、年内の再開を

目指したいと考えているところです。 

（田中充 会長） 

はい、よろしいですか。それでは追加

で委員の方から何かございますでしょう

か。はい、中村委員どうぞ。 

（中村重男 委員） 

中村です。よろしくお願いします。今

後の対応策のところで、家庭部門の排出

増加ということで、テレワークの定着な

どの影響によってっていうふうになって

るんですけども、テレワークはこれから

ますます定着してきますので、家庭での

電気使用が非常に多くなっていくってい

うのは目に見えてるのかなと思います。 

足立区において電気使用、家庭部門が

約７割占めてるということなので、一般

家庭におけるテレワークに伴う節電の効

果を見える化して挑戦をしていただきた

いですね。たまたま私の娘も週１出社、

その夫も週１出社、自分が出るときはお

互いに家にいるということになっている

ので、今までは月曜日から金曜日までほ

ぼ家を留守にしている、出社して留守に

なっていたのが、毎日ベタで家庭にいる

というところで電力が消費される。これ

がまさにテレワークの定着ですので、ぜ

ひ節電の見える化を、どのくらい節電し

て節約できるのかっていうのをいろいろ

やっていただいてはいるんですが、改め

てそこにスポットを当ててやっていただ

きたいというふうに思います。 

それともう１つ、高齢者の熱中症対策

の一環として、公共施設ですね、図書館

とかコミュニティーセンターをうまく使

っていただいて、そこに高齢者を誘導し

て、家から引っ張り出してですね、対応

していただく、それもフレイル予防の効

果にも繋がると思いますし、部署が違う

かと思いますが連携をしていただいて、

高齢者を熱中症から予防するあるいはフ

レイル予防対応になるという観点から、
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関連部署と連携をしていただきたいなと

いうふうに思います。 

もう１つ情報発信なんですけども、発

信する側の件数だけでの評価は多分でき

ないのであって、発信する側の意図はわ

かりやすく説明していただくということ

と、受信する側の状況把握をしていただ

きたいということですね。受け取る側が

どうその情報を自分で受け取って感じて

動くかというところがポイントかと思い

ますので、先ほどお話ししましたよう

に、受け取る側にとって分かりやすさと

か、見える化とか、経済的なメリット、

それが分かるようにしていただきたい。

それを見て行動変容が起きるということ

だと思いますので、受け取る側に理解と

感動を与えられるような情報発信をして

いただきたいなというふうに思います。

よろしくお願いします。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。今、中村委

員から３点ご指摘をいただいたかと思い

ます。１つは、特に節電対策について可

視化するという方策をぜひ検討してほし

いということ。それから２点目が高齢者

の熱中症対策の一環として、公共施設の

活用とあるいは高齢者が家に閉じ込もり

にならないよう促進していただきたいと

いう、これは関係部署との連携というこ

とであったかと思います。それから３点

目は情報発信のあり方について、いくつ

か具体的なご要望をいただいたかと思い

ます。 

それではこれも複数ありますので、ひ

とまず事務局からお答えをお願いいたし

ます。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

まず１点目のテレワーク、最後３点目

の見える化と併せてご説明をさせていた

だきたいと思います。テレワークについ

ての節電の効果ということにつきまし

て、ピンポイントでまとめるっていうと

ころは現在取り組みができていないとこ

ろが正直なところですので、関係部署と

連携して、何ができるかというところを

研究するところから始めてまいりたいと

思います。 

情報発信のところで、見える化という

ところが非常に大事なご指摘だと思って

おります。こちらの資料にも書いていま

すが、こういったリーフレットを用意し

ております。こちらのリーフレット、こ

の光熱費の高騰などのピンチを脱炭素へ

の取組みで乗り切りましょう、というと

ころですので、こちらも活用しながら、

それ以外の媒体も含めて見える化という

ものを研究してまいりたいと思います。 

２点目の熱中症対策ですが、現在、庁

内連携して公共施設で「涼み処」を整備

しているところです。こちらを関係部署

と連携して周知を図ってまいりたいと思

います。既にやっているところもござい

ますので、積極的に展開してまいりたい

と考えております。つけ加えまして、民

間施設等ですね、スーパーなどとも連携

して、今年度から展開してまいりたいと

思います。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。それでは他の

委員いかがでしょうか。大分具体的なご

指摘またご要望をいただいたかと思いま

す。はい、それでは上委員どうぞ。 

（上茂之 委員） 

上と申します。こういった、例えば２

ページにあるような結果なんですけど、

いわゆる PDCAサイクルといいますか、
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Plan Do Check Actionのためにはこう

いったデータも必要かと思います。今

2021年度の実績ということなんですけ

ど、これもう少し早くならないんでしょ

うか。というのも、３年前のことで

Plan Do Checkの Checkをして Action

といっても、３年前何やってたっけな、

あれコロナってまだじゃなかったかなと

か、さっき少し悩んだりしたんです。と

いうことで、ここら辺のとこはいかがな

んでしょうか。私からはその質問という

か。以上です。 

（田中充 会長） 

はい、この点はまた後ほど、事務局か

らお答えいただくことにしますが、他に

委員の方から追加でいかがでしょうか。 

それでは報告事項１については、今の

上委員のご質問で次の議題に移らせてい

ただきたいと思います。また全体をまと

めて戻ってまいりますので、言い残した

点ありましたらお願いします。それでは

今の点について事務局いかがでしょう。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

2021年度がどうしても最新データに

なってしまうというところが、CO₂排出

量の把握で難しいところです。委員のご

指摘は非常に的を射ているところです

が、こちらは速報値なども無いというこ

とになります。 

（荒井広幸 環境部長） 

補足ですけれども、全体を特に網羅で

きているわけではないんですが、どうや

ってこの CO₂の排出削減を進めていこう

かという実行計画の位置づけで、脱炭素

ロードマップを昨年度策定しておりま

す。ただ、脱炭素ロードマップもいろん

な主体の取り組みが入っていて全体像の

把握が難しいので、主要な取り組みをピ

ックアップして、これが目標値までどの

くらい到達しているかというところを把

握して進捗管理を行っていきたい、そん

な考えを持っておりますので、後ほどま

たご説明させていただければと考えてお

ります。 

（田中充 会長） 

はい、わかりました。上委員のご質

問、私の方からもお答えさせていただき

ます。実は、足立区ではオール東京 62

という、東京都の自治体が共通的標準的

手法で算定をするという協議会に参画し

ており、そこでは都内の全自治体のデー

タをそれぞれ集計します。したがって、

それは横並びの比較は非常に容易になっ

たという点でメリットがあります。 

ただ、オール東京で全自治体のデータ

を集計するものですから、本来であれば

2024年度における実績報告の取りまと

めでは、2023年度または 2022年度のデ

ータが出てくるものなんですが、オール

東京の場合では更に１年遡って 2021年

度のデータという、こういう問題はある

ということでございます。これはもうオ

ール東京全体の問題ですので、ぜひ事務

局からその取りまとめの機関に要望して

いただき、こういう声があるので施策を

迅速にあるいは適確に打つためにも、そ

ういうデータ取りまとめを急いで欲しい

と、こういう要望させていただくことが

大事かなと思います。ご指摘の点は大変

重要なことと思いますので、私の方から

少し補足させていただきました。 

それでは報告事項１、区内の二酸化炭

素排出量、これは温暖化対策の基本とな

るデータでございます。大変皆さんのご

関心が高かったことと思いますので、多

岐に渡ってご指摘をいただきました。ま
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た後ほど戻ってまいりますが、この他に

も報告事項ございますので先へ進めさせ

ていただきたいと思います。 

続いて、環境基金の関係で環境基金審

査会の結果、それからもう１つ、若年層

をターゲットとした環境基金の活用とい

うことで、報告事項２と３をまとめて報

告いただいて、質疑をお願いいたしま

す。それでは事務局お願いします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

報告事項２、報告事項３をまとめて説

明させていただきます。 

環境基金審査会、令和６年度第一期の

審査結果についてです。こちらは環境基

金を使い環境活動を行いたい団体から各

種申請があったものに対して審査をした

という結果でございます。募集期間は令

和５年 12月から令和６年１月までとい

うことで、応募・採択件数は記載のとお

りです。応募は合計６件、採択は３件あ

りました。不採択になった３件の理由と

しては、足立区との関係が弱かったり、

安全性の面で不安要素があったりという

ところです。 

こちら一般助成とファーストステップ

助成に分かれております。一般助成は上

限 1,000万円、一方ファーストステップ

助成は新たに開始する環境活動などの取

り組みに対して、上限 20万円を助成す

るものです。令和６年３月 28日に、記

載の委員で審査会を開催させていただき

ました。 

続いて８ページ、採択された活動です

が、廃プラスチックのアップサイクルと

ワークショップという活動は一般助成で

す。廃プラスチックから植木鉢などを作

成するワークショップを実施するという

活動で、助成決定額 300万円余の主な経

費は、射出成型機、金型、こういったも

のを購入する費用です。 

ファーストステップ助成ですが、あだ

ち気候区民会議、こちらは任意団体が専

門家を招いて気候変動への対策をテーマ

としたワークショップを行うというもの

です。そして、廃棄される野菜の有効活

用と地域住民への周知活動です。こちら

は規格外有機バナナや小松菜を使用した

焼き菓子を開発するというところ、その

周知も含めた活動です。こちらが報告事

項の２でございます。 

報告事項３に移らせていただきます。

若者層をターゲットとした、環境基金の

新たな活用についてです。設置の背景と

しては、世論調査において若年層の環境

への意識が低いという状況があるという

こと、そして当審議会においても、若年

層の意識啓発や行動変容に繋がる取り組

みの強化をという意見を寄せられていた

ためです。この環境基金の新たな部門と

して、ecoU-30（エコアンダーサーテ

ィ）という部門を設けました。対象は子

供が大人と一緒に参加する取り組みや、

主に 30歳未満の若者が主体的に実施す

る環境活動に対して、上限額 30万円、

先ほどのファーストステップは 20万円

でしたが 30万円まで広げて、そして３

年まで申請可能にするというものです。

この部門の新設によって、これまで環境

意識の低かった学生や若年層を主体とす

る団体への既存の活動に、環境保全の要

素を加えて活動の中で発展させていくこ

とが期待できるということで展開してま

いりたいと思います。10ページには実

施のスケジュールなどを記載させていた

だいているところです。私からの説明は

以上でございます。 
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（田中充 会長） 

ありがとうございました。報告事項２

と報告事項３をあわせてご報告をいただ

きました。報告事項２の方は環境基金の

審査の結果ということでございまして、

６件申請があり、そのうち採択が３件あ

ったということでございます。ファース

トステップ枠では５件の応募があり、採

択を受けたのが２件ですね。 

それから報告事項の３では、新しくそ

の環境基金の活用のあり方に若年層を対

象にした新しい助成枠を設けて、申請が

出てきているという状況の経過のご報告

でした。それでは２件どちらでも構いま

せんので、ご意見ご質問ありましたらお

願いをいたします。それではどうぞ、土

屋委員、お願いします。 

（土屋のりこ 委員） 

環境基金の審査会の結果について、以

前にも内容についてお伺いをしたところ

なんですが、２点お聞きしたいと思いま

す。 

１つは、助成金ということで要綱があ

るかと思うんですけれども、不採択が３

件はちょっと多いのかなと思うんです

が、これまでにそんなに不採択になった

ことはあったかなと疑問に感じたんです

けれども、不採択となった３件の内容

が、要綱に照らしてはみ出してるという

ことなのか、もしくはその要綱よりも、

審査会の方が厳格により狭い範囲で審査

をされたということなのか。内容が衛生

面、交通費のあり方だったり費目の使い

方ということだったんですけれども、そ

のあたりが駄目なものなのであれば、そ

もそもその要綱の中で、こういったもの

は駄目なんですよ、というふうに規定し

ておけばこういうことにもならないし、

あり方として工夫してやりたい事業を実

現するという様な企画になればと思うん

ですが。この要綱等と審査会の関係、あ

り方といいますか、今回の部分は要綱に

照らして、丸だったのかペケだったのか

という点が１つ。 

不採択にされた３件の団体の方達は結

果に納得されているのか、げんき応援基

金など、他を紹介して誘導してあげてや

りたいことが実現できるのであれば、そ

ういうふうに紹介をしてあげたりとかい

うこともしてあげていいんじゃないかな

ということで、ちょっと３件っていうの

は多すぎるなというふうに感じたので、

その２点質問です。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。関連して私か

らも１点追加ですが、それぞれ採択・不

採択のお知らせをされると思いますが、

不採択の場合には、不採択の理由をお知

らせされているのかどうか。特に応募者

に開示されているのかという、この点も

確認させていただきたいと思います。そ

れでは今の点、いかがでしょうか。 

（井越昭久 計画推進係長） 

まず、不採択が今回６件中３件だった

というところで、割合的に多いのではと

いうことなんですけれども、確かに多い

のかなというふうには感じております。

今回不採択になったところの理由という

のが、足立区での環境効果というのがあ

まり無いのではないか、ですとか、予算

の内訳にちょっと疑問を感じるようなも

のがあったとか、あとはその実現性とい

う面で、やっていきたいということが実

際にできるのかどうかが不透明だったと

いうところなどが、不採択の理由になっ

ています。 
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要綱ですとか要件、そういったものを

示しているのかということに関しては、

例えばこれを計上しては駄目ですという

物ですとか、こういった活動が対象にな

りますというものに関しては示しており

ます。ただ、個別案件いろんなご提案、

ご申請がありますので、それをまず事務

局でお預かりしたときに、その要件を最

低限満たしているかどうかは確認をし

て、その時点で満たしていなければ、そ

の説明をさせていただきます。なので、

申請を受け付けられないという形になり

ます。申請を受け付けているということ

は、最低限の要件は全て満たしていると

いうふうに判断をしております。 

ただ、その申請を受け付けてすぐ審査

会にかけるかというとそういうわけでも

なく、事務局としましても、できる限り

採択をされて補助を活用して活動しても

らいたいと思ってますので、どういった

ところをもう少し書類の方で落とし込ん

でいただければとか、どこをもう少し強

調していただければっていうようなアド

バイスをさせていただきます。特にファ

ーストステップに関してはプレゼンがな

く、申請書類のみで審査することになり

ますので、そのときに書面がわかりやす

くて、思いが伝わるような形になるよう

にということでサポートさせていただい

ております。 

サポートはしますけれども、それが必

ずしも採択に繋がるものものでもないこ

とは説明した上で、不採択だった場合に

はその理由に関しても、通知と併せて簡

単にではありますけれども、お知らせを

しているということになっております。

以上です。 

（田中充 会長） 

わかりました。土屋委員から、不採択

になった団体に何かフォローアップでき

ますか、他の機会にとか他のそういうチ

ャンスに、というご質問がありました

が、その点はいかがしょうか。 

（荒井広幸 環境部長） 

すみません、担当者からなかなかスト

レートにお答えできないと思うのでお答

えいたします。申請が上がってきた段階

では、相当の助言をして修正をしていた

だくことが必要な状態で出てくることも

多いと報告を受けています。そこで、あ

まりこちらのアドバイスだけを盛り込ん

で提案書を作ってしまうと、それはその

方の提案ではなく、事務局からの提案に

なってしまうんじゃないかというくらい

色々お話をして、修正をしていただかな

ければならないところもあるという報告

も聞いております。 

事務局としてできる限りの助言をした

後、申請者がこれで勝負したい、という

ようなところで出てきているのが今の申

請書ということです。見たところ、例え

ば直接事業をする部分の予算がすごく少

なくて、その事業について学ぶために飛

行機や新幹線でどこかに行ってきます、

という部分の予算が結構大きかったり、

これは極端な例でお話をしてますので、

実際にそういう事例があるということで

はないんですが、そのようなお金の使わ

れ方もあって、これは少し疑問ですねと

いうようなご意見が審査会の中で出てる

というところは確かにございます。 

なお、げんき応援基金など他制度への

誘導というということについては、私も

そこまで考えに至っておりませんでした

ので、内部で検討してみたいと思いま

す。以上です。 
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（田中充 会長） 

ありがとうございました。他の委員で

何かございますしょうか。報告事項２、

３について。はい、いいくら委員どうぞ

お願いします。 

（いいくら昭二 委員） 

いいくらです。私はこの審議会にも

度々出させていただいてるんですけど、

それで基金の担当にもなったこともある

んですけどね、先ほどその不採択になっ

た件のお話があったんですけど、やはり

この環境がすごく叫ばれる社会におい

て、採択を受けて活動終了から３年間継

続で報告書を求めるという形で出てるん

ですけど、お伺いしたいのは、足立区発

で伝統あるこの基金の中において、この

足立区から羽ばたいて東京都とか日本全

国で何かモデルケースになったような、

例えば足立区が押し上げたおかげでその

ようになったっていうようなケースがあ

ったら、これやはり今後のリーディング

ケースになるんだろうなと思っているも

のですから、そういうケースがあった

ら、無いんであるならば、今後はしっか

りそういうところも装っていただけれ

ば、その点についてお伺いしたいと思い

ます。 

（田中充 会長） 

わかりました。今のご質問１点ですの

で、後ほどまとめてお答えしていただき

ます。他の委員でいかがでしょうか。よ

ろしいですか。では報告事項２、３につ

いてはここまでにさせていただきます。 

それでは今いいくら委員から、基金の

審査会で採択された活動あるいは取り組

みをされた後、より広域的な、全国的な

部分に展開された事例はあるかというお

尋ねと思いました。いかがでしょう。 

（井越昭久 計画推進係長） 

委員からご質問ありましたリーディン

グケースとなるような事例というのが、

完成された形というわけではないんです

けれども、ペットボトルキャップのリサ

イクルをする区内の会社さんが、ペット

ボトルキャップからトイレタリーの容器

を作るということで、ただ配合なんかが

難しいので新しい機器を入れないとでき

ませんというところで、機器の購入費用

を助成したという事例がございます。そ

この会社さんは元々、そういったペット

ボトルキャップですとかプラスチックの

リサイクルなんかのとても有名な事業者

さんなんですけれども、それによって新

しい事業を展開し始めて、今までペット

ボトルキャップからトイレタリー容器に

リサイクルっていうのは事例としてなか

ったのが、新しく生まれたということは

ございました。 

ご意見のとおり、今後も新しい事業が

出て、それが発信することができるよう

なものであれば、環境基金自体の情報発

信に繋がるかと思いますので、そういっ

た事例ができるようにサポートしていき

たいと思っております。以上です 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。それでは次

の報告事項に移らせていただいて、また

何か追加のご質問などありましたら、後

ほどということにさせていただきます。 

続きまして、報告事項４、区施設の再

生可能エネルギーの導入状況と、報告事

項５、環境学習事業の関係ですね。よろ

しくお願いいたします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

報告事項４と報告事項５をまとめてご

報告させていただきます。 
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報告事項４です。こちらは、高圧・特

別高圧の電気を使用する区の施設につい

て、今年度の契約分から再生可能エネル

ギー100％電力の供給という条件をつけ

て入札を実施し、導入した状況について

報告させていただきます。項番１、再エ

ネ導入の施設は本庁舎も含めて記載の施

設です。項番２、これによる二酸化炭素

排出抑制見込量はおよそ 7,319ｔで、区

施設の電力使用に伴う排出量の 28％を

占めるという状況です。今後も引き続

き、大規模施設については再エネ電力の

供給を要件にした入札を実施してまいり

ます。 

続きまして報告事項５です。令和６年

度環境学習事業の実施予定についてで

す。項番１の脱炭素を意識した環境学習

では、脱炭素に向けた意識改革や行動変

容のきっかけを幅広い世代に提供してい

くことを目的に、新たに一般向け構座を

実施するとともに小・中学校の出前講座

の実施回数を拡充してまいります。 

一般向けの環境学習は、項番２の今後

のスケジュールをご覧いただければと思

います。８月 17日の「気象キャスター

と学ぶ！ 本当に怖い気候変動」では温

暖化の知識を学んでいただくとか、「落

語で楽しく海の環境について学ぼう！」

では海洋ごみについて、こういったカー

ボンニュートラルを学んでいただこうと

新規の事業を立ち上げているところで

す。 

そして、小・中学校向け環境学習出前

講座は実施数を 45回から 65回に拡充し

て展開してまいります。スケジュールで

網掛けになっている６月 16日のものは

既に終了しており、それ以外は記載させ

ていただいているとおりです。 

13ページですが、（２）の環境学習

ツアー、これは大自然体験ツアーとして

友好都市の山ノ内町そして鹿沼市の方で

実施します。環境かるた大会、自然体験

デーも引き続きやってまいります。私か

ら報告は以上でございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。報告事項４

が、区施設で再エネ 100％電力を導入し

ているという状況でございます。それか

ら報告事項５の方、昨年度も大変活発な

ご意見を頂戴したものですが、環境学習

事業でございまして、講座形式での事業

といわゆる自然体験的なツアーというこ

とで、いくつかの大変充実したプログラ

ムを用意しているという内容のご紹介で

ございます。 

それではどうぞ、ご意見、ご指摘、ご

質問ありましたらお願いいたします。は

い、土屋委員どうぞお願いし㎡巣。 

（土屋のりこ 委員） 

環境学習について前回も似たようなこ

とを言ったかとは思うんですけれども、

こういったものを見ていて対象が小学生

からということで、乳幼児が対象になっ

ている企画が圧倒的に少ないというか無

いというか。その点でぜひ、０歳はさす

がに小さいのかもしれないんですけど

も、小学生より前の子供たちに対しても

環境と触れ合う、学習というよりはその

感性を養う感じる力を養うような、そう

いった企画をぜひ増やしていただきたい

なと思います。最近子供たちの国語力が

弱くなっているというところで、自分の

言葉で感情を表現する、相手とコミュニ

ケーションを取るにあたって、感じる

力、感性を養うというのは本当に小さい

ときから大切ですし、例えばビオトープ
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で、田んぼのドロドロした中でちょっと

田植えをしてみるということは小さい子

もできます。 

うちも最近はミニトマトを育ててるん

ですけど、子供と一緒にちっちゃい芽が

出てそれが大きくなっていく様子であっ

たりとか、そういったことであれば１歳

とか小さい０歳とかの子供でも感じるこ

ともできますし、ミニトマトのポットと

種を配布して親子で育ててくださいと

か、そういう様々な企画を、感性を養う

ということでできることがあるかと思い

ますので、小学生からとか、それ以下は

こども家庭部とかそういうふうに分けず

に、ぜひ広い範囲で環境学習という視点

から様々な施策をやっていただけたらと

いうことでいかがでしょうか。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。報告事項５

に関係して、さらに拡充した取り組みを

期待したいとそういうご意見かと思いま

す。他の委員でいかがでしょうか。は

い、渡辺委員どうぞお願いいたします。 

（渡辺ひであき 委員） 

環境学習ツアーの中に対象が小学生と

いうのも２点ありますけれども、足立区

で中学生は魚沼に行ってますよね。田植

えとかやってますけれども、ここにちょ

っと環境に係わることを加えるだけで、

自然の中で環境について学ぶことができ

るんだろうと思うので、それはぜひ教育

委員会と相談してやっていただきたいと

思います。 

（田中充 会長） 

わかりました、ありがとうございま

す。特にツアーの関係でですね、中学生

向けにもそういうツアーをやってるよう

なので、環境の視点を取り入れたらどう

でしょうかというご指摘かと思います。

それで今の土屋委員それから渡辺委員か

らご指摘いただきました。事務局いかが

でしょうか。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

まず就学前の子供に対する環境学習と

いうことですが、環境情報プラザの事

業、こちら足立区が委託している事業で

ございます。こちらの中で年間 40園の

保育園・幼稚園に対して環境学習のプロ

グラムというものをやっているところで

す。園の中で紙芝居であるとか、ごみ釣

りゲームだとか、そういったものをやっ

ています。 

渡辺委員からご指摘のありました魚沼

のツアーですが、若干ですが環境の要素

も取り入れているところです。次回から

その点も資料の方に落とし込んでいきた

いと考えております。 

（荒井広幸 環境部長） 

補足です。今課長の方からお答えしま

したとおり、40回以上の目安で保育

園・幼稚園に対して出前の自然学習の講

座を展開しておりますけれども、それだ

けではなく、親子で楽しめるといった視

点を新たにサジェスチョンいただきまし

たので、そうしたものができないかとい

うことは、発信も含めて検討していきた

いと考えます。魚沼の方は相乗効果を得

られる方法を研究したいと思います。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。おそらく渡

辺委員からご指摘の含意といいますの

は、そうした幅広い記載もちゃんとしと

いた方がいいんじゃないかというご指摘

の意味もあったかと思います。どうぞ、

環境情報プラザの取り組みあるいは教育

委員会の取り組みを含めて記載をしたら
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いかがでしょうか。 

他に委員の方でいかがでしょうか。報

告事項の４と５ということでございま

す。はい、ではいいくら委員どうぞ。 

（いいくら昭二 委員） 

小学校をはじめとして、今教育委員会

の方でも積極的に環境に関する学習をさ

れているのは、私自身も現場を見てよく

わかるし、例えば、数年前にマルイで行

った環境展でも、本当に子ども達がすご

く関心を持ってやってるのがよくわかる

んですけど、私、特に千住に住んでてタ

バコのポイ捨てとか見るんです。13ペ

ージ「荒川のごみから見る海洋汚染」と

かっていうような海洋もそうなんですけ

ど、町、町のごみって多分足立区におい

ても学習をされていると思うんですけれ

ど、せっかく素養を付けた子供たちが大

人になった場合に、タバコのポイ捨て

等々、あれだけごみになっている中にお

いて一番の部分の中において、こういう

環境学習をしっかりやってる中におい

て、何でこの連続性がないのかなと。 

それとこれは違うのではなくて、やは

り日常生活の中に環境っていうのはある

んじゃないのかな、なんて私自身が思っ

ているんですけど、ぜひともそういう断

絶された形ではなくて、それが連携する

ような形でも何かやっていただけたら、

環境のグレードアップに繋がっていくん

じゃないかなあと思うんですけど、これ

はやはり横串を揃えた形でやっていただ

きたいと思っているんですけど、その点

については所管としてどのような見解に

なっているか、質問します。 

（田中充 会長） 

委員から大変本質的なお話をいただき

まして、その講座なりツアーで学んだこ

とが、きちっと残る形で落とし込まれて

いく、こういうことが大事ではないか、

そういう視点をぜひ持っていただきたい

し、そういうような行動に結びつける取

り組みをぜひ促して欲しいと思う、こん

なご指摘かなと思いました。はい、事務

局どうぞお願いいたします 

（荒井広幸 環境部長） 

ありがとうございます。私どももそこ

が一番大事なところだろうと思っていま

す。他のところの説明でも触れましたと

おり、やはり大学生ですとか、30代前

半までの若年層の環境に対する意識が低

いというのは厳然たる事実としてありま

すので、そこをどう変えていくかという

ところで、ecoU-30という新しい補助の

メニューを考えた次第です。 

小学校の自然教室から中学校の魚沼と

繋がってやっているんですけれども、高

校・大学へも営業をかけ ecoU-30助成も

使ってもらうなどして、関心の糸を切ら

さないように努めていかなければと考え

ているところでございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。他の委員はよ

ろしいでしょうか。それでは先へ進ませ

ていただいて、後ほど戻ってまいりたい

と思います。 

続きまして、報告事項６、廃食油の拠

点回収のモデル事業それから報告事項 7

で廃棄物の管理責任者講習会の実施結果

です。それでは２点報告をお願いしたい

と思います。 

（橋本太郎 ごみ減量推進課長） 

報告事項６と７をまとめてご説明申し

上げます。 

14ページ、令和６年度廃食油の拠点

回収のモデル実施です。項番の１のとお
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り今年の６月から実施しております。回

収拠点は足立清掃事務所と保塚地域学習

センター、こちらで受付管理を室内で可

能な場所として、モデル実施をしている

ところでございます。 

15ページをご覧ください。実施内容

ですが、一般家庭から排出される植物由

来の食用油、こちらを毎月１回第３土曜

日の午前中に回収させていただきます。

項番４にございます、株式会社レボイン

ターナショナルの足立事業所が、実際に

持ってきていただいた油を回収します

が、回収にかかる費用は無償です。 

また、項番５にございます再資源化に

ついてです。「ＳＡＦ」といいます持続

可能な航空燃料、こちらに変えてリサイ

クルを進めていきます。16ページをご

覧ください。項番７の「Fry to Fly 

Project」とございます。こういった廃

食油の回収と再資源化の取り組みが全国

的に進んでおりますので、こちらを我々

もいろんな事業団体と協働して啓発を進

めていく、いろんな事業の中で協力を得

ているというところです。 

17ページをご覧ください。こちらは

廃棄物の管理責任者講習会の実施結果で

す。延床面積 1,000平方メートル以上の

大規模事業者で、廃棄物処理に関する実

質的な責任者である管理責任者に向けた

講習会を、ご覧の内容で実施をいたしま

した。実施方法としては、「事業系ごみ

適正処理・減量ハンドブック」や動画を

活用した自主学習という形で展開いたし

ました。その結果が項番６です。399の

対象事業者のうち 212事業者、53％余り

の受講率でした。受講していただいた

212事業者の中では 97％、206所が修了

となったところです。とはいえ未受講の

事業所がございますので、翌年度に実施

するような受講勧奨を続けてまいりたい

と存じます。以上でございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。報告事項６

です。これは大変新しい取り組みかと思

いますが、家庭から出る食用油を回収し

て航空燃料に活用していくという、先進

的な取り組みが始まっているということ

のご紹介でございました。それから報告

事項 7の方では、廃棄物管理責任者の講

習会ということで、区内の大規模事業所

に対して講習の機会を設けているという

ことでございます。 

それでは２点の内容について、ご質問

ご意見頂戴できればと思いますが。は

い、それでは上委員どうぞ。 

（上茂之 委員） 

廃油回収への質問なんですが、日本航

空なども入って航空業界がこういったこ

とを進めてるようなのですが、見通しと

しては、こういう家庭から出る食用油を

回収して、今回はあくまでもモデル実施

なんですけど、将来的にはそのＪＡＬと

かそういったところに買ってもらって、

事業としては成り立ちそうなんですか。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。お尋ねでよ

ろしいですね。他に、関連してあるいは

別の論点でもございますか。はい、横田

委員どうぞ。 

（横田ゆう 委員） 

質問なんですけど、この２ヶ所の廃食

油回収は、令和４年 12月に区民から議

会に陳情があり実現したものだと思いま

すけど、これ月１回ということで、なか

なか少ないという感じもありますけど、

この下のところへ書いてあるＡＢＣＤＥ
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までは、常時やってるということでよろ

しいですか。 

（田中充 会長） 

ご質問ということになるかと思いま

す。それでは上委員それから横田委員か

らご意見、ご質問出ましたが、いかがで

しょう。 

（橋本太郎 ごみ減量推進課長） 

実は６月 15日に第１回目の回収をさ

せていただきました。予定を上回るよう

な実績も上がっておりまして、ＰＲした

結果も出たのかなと思っているんですけ

れども、こういう拠点を設ければ家庭か

ら運んでいただけるという機会は、これ

からも期待できるのかなと思っていま

す。 

また、今申し上げましたように、レボ

インターナショナルさんが無料で回収を

して、こういう施策に繋げるというルー

トをもって拡大していこうとしておりま

すので、今は無償で我々行政が一緒に協

働するような形で展開をしていくという

モデル実証実験の段階ですけれども、少

なくともこれを継続する形で、どういっ

た形で広げていくか事業に結びついてい

くかっていうのがこれからの保守的な視

点になってくるかとは思います。 

14ページの資源買取市のＡＢＣＤＥ

の拠点のところでございます。こちらは

月に１回すでに実施をしているところで

ございますが、こちらに加えて、清掃事

務所や保塚地域学習センターで拠点回収

の形で加えて実施させていただくという

ところでございます。 

（工藤信 委員） 

ちょっといいですか。 

（田中充 会長） 

はい、どうぞお願いします。 

（工藤信 委員） 

上委員のご質問のモデル実施というの

は、区では初めて実施するので、区とし

てはモデル的に行っているということ

で、実際に廃食油を使ってジェット機は

飛んでいます。それは実際のＶＲですと

かそういうのを見ることができますの

で、次の機会かあるいは何かホームペー

ジなどにアップして、実際にどういう動

きになってるかということを、皆さんに

お知らせしたり、学校で学習教育に使っ

ていきたいなと思ってます。モデルを今

後２ヶ所だけではなくて、もっと他のと

ころにも展開して、区としてもっと回収

をしていくような形で進めておりますの

で、モデルっていうことがもうちょっと

したら取れると思います。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。補足説明を

いただきました。他に委員の方から何か

ございますでしょうか。 

それでは私から、報告事項７の講習会

の実施ですが、実績をみますと受講対象

が約 400事業所に対して受講が 212とい

うことで約５割強くらいだと。したがっ

て、未受講のところをどうフォローして

いくかということは大事かなと思うんで

すが、これは法的に義務づけられている

講習の機会ということでよろしいんでし

ょうか。それが１つと、それからもう１

つは、未受講の事業所に対してどういう

対応をとるのかということ、この２点お

尋ねをしたいと思います。どうぞお願い

いたします。 

（中野健 業務係長） 

まず、法律の義務付けに関してはござ

いませんので、努力義務でお願いしてい

る形になっております。未受講のところ
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への取り組みにつきましては、来年度引

き続き受講をするようにご案内していき

ます。受講していただけない理由とし

て、実施の期間が短いなどがありました

ので、期間を延ばすなどして受けていた

だけるように取り組んでまいります。 

（田中充 会長） 

はい、わかりました。 

（荒井広幸 環境部長） 

補足よろしいですか。 

（田中充 会長） 

はい、どうぞお願いします。 

（荒井広幸 環境部長） 

一般のご家庭から出るごみの量は、右

肩下がりで順調に減っている一方で、事

業系のごみが少し増えてきているという

状況もございますので、こちらの資格を

きちんと取っていただいて、事業所内の

ごみの排出についてきちんとコントロー

ルしていただくことが必要と考えており

ますので、どこまでフォローしきれるか

ですけれども、先ほど係長のほうから申

し上げた受講期間の延長ですとか、そう

いうことも含めて、できるだけ有資格者

を増やしていきたいと考えています。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。最近はオン

ラインの eラーニングとか、そういう方

式もあるようですね。いずれいろんな工

夫をされながら、受講率を高めていくっ

てことは大事かと思いました。 

他にいかがでしょうか。それでは報告

事項１から７までにわたって、特にこれ

までご発言いただかなかった委員がいら

っしゃいますが、こういう機会ですの

で、何かお気づきの点やご指摘がありま

したら頂戴できればと思います。いかが

でしょうか。はい、高橋委員どうぞお願

いいたします。 

（高橋杏奈 委員） 

報告事項５になります、足立区の環境

学習事業の実施についてなんですが、大

学生や高校生が一度社会に出てしまう

と、普段の生活の中でごみ捨てなどがで

きてないっていうお話だったと思うんで

すけど、高校生や大学生が小・中学生に

出前授業をするという、事業の一環でそ

ういう活動は行ったりしてるでしょう

か。お願いします。 

（田中充 会長） 

わかりました。ご質問ということでし

ょうか。大学生、高校生が出前講座を受

けるようなものがあるかどうか、そうい

う機会があるかというお尋ねかと思いま

した。他の委員いかがでしょうか。は

い、それでは中村委員どうぞ。 

（中村重男 委員） 

すみません、ちょっと焦点がずれてし

まうかもしれないんですけれども。今の

足立区では、「ひと・まち・くらし」の

事業を展開されてますが、その中で各部

署でいろんな事業を展開されています。

個人情報ですと横串にグサッと刺さるん

ですけれども、この環境の問題について

は、なかなか横串に刺さる部分が少ない

というか、やっていないんじゃないかな

と思うんです。それで、各部署が行う事

業の中で脱炭素をフィルターにかけるよ

うな、そういう仕組みができないのかな

というふうに思ってるんです。例えば脱

炭素チェックシートをつくるとか。その

事業を展開する中であるいはその業務委

託をしていく中で、この事業で脱炭素に

貢献できる部分はあるのかないのかと

か、そういった部分で各部署が考えれ

ば、環境問題について足立区一丸となっ
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て考えられるんじゃないのかなっていう

ふうには思うんですね。なかなか難しい

とは思うんですけれども、ぜひ連携をと

っていただいて、個人情報とは違うんで

すが、脱炭素を横串として機能させるよ

うな仕組み作りを、各部署が事業を企画

立案する中に入れ込んでほしいなという

ふうに思いますが、どうでしょうか。 

（田中充 会長） 

はい、わかりました。環境の視点で横

断的に取り組むという、大変重要なご指

摘かなと思います。今の点はまた後ほ

ど、まとめてお答えをさせていただくと

いうことでお願いしたいと思います。 

他にいかがでしょうか。今日ご発言さ

れてない委員も、ご指摘ありましたらお

願いいたします。はい、小泉委員どうぞ

お願いします。 

（小泉俊夫 委員） 

小泉と申します。個人的にも会社もそ

うなんですけども、足立区のクールビズ

のポスターがあるんですけども。これに

コピーさせていただきまして、Ａ４サイ

ズにいたしましてね。一番上に、足立区

が 2050年までに二酸化炭素排出量をゼ

ロにしたいと、こういうことを株式会社

ヨシオでも協力しましょう、ということ

を書いてるんですね。ずっと環境につい

てやってるんですが、下手すると会社が

ケチってるんじゃないか、という風に取

られちゃうと困るので、今そういった活

動をしてるとこなんですが、どうなるか

と思ってポスターにそういう風に書いた

ところですね、意識が大分高くなってき

てます。28度っていうと高いようなん

ですけれども、最初 23度くらいでうん

と冷やしといて、あと 26度とか 27度か

な、その環境によってみんな下げている

のに驚きました。 

ですから今私が思ってるのは、個人で

やっていくのも大変なんだけども、課長

の吉尾さんや飯島係長さんと商工会議所

に行ったりなんかして、まだまだこれか

らなんですけども、そういった企業とか

ですね、中でやることによって、そこに

働いてる人たちの意識が高くなってきた

ような気がします。 

門掃きですか、あれももう 20年ぐら

いやってるんですけども、昔うちの社員

が、タバコがポイ捨てされるのを見て、

町のお掃除を始めたんですけれども、や

はりそれを会社がやっていくことで、社

員たちもなんかよくなってきたな、とい

う気がしております。そういうわけで、

これからも続けてやっていこうと思って

ます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。ただいまの小

泉委員のご発言はどちらかというとコメ

ントだったかと思いますが、高橋委員そ

れから中村委員から具体的なご指摘をい

ただきました。事務局いかがでしょうか 

（荒井広幸 環境部長） 

はい。高橋委員のご指摘ですが、大学

生、高校生が小・中学校に行って環境に

ついての出前授業、それができたらすご

く良いなと思います。教育委員会では大

学生の方に学習支援ボランティアをお願

いしており、大学生と小・中学校との間

に繋がりが全くないわけではありません

ので、そうしたチャンネルを通じてこう

いうことができたらいいな、というアイ

ディアが広がったなと感じています。ご

意見ありがとうございました。 

それから中村委員の、脱炭素に関して

の横串ということで、おっしゃるとおり
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脱炭素について、環境部以外の所管課は

それほど意識が高くないというのが現実

です。どこからスタートしようかという

ところで、この本庁舎でも当然ごみが多

く出るわけですけれども、その中で雑が

みがごみとしてどのぐらい捨てられてい

るのか、きちんとリサイクルに回せばご

みにならないのにと考えました。そこ

で、雑がみがどの程度燃やすごみとして

廃棄されてるのかを毎月集計し、月一遍

開かれている庁議の中で各部に周知をし

て、この雑がみもリサイクルに出すこと

で CO₂の排出削減に繋がるのだから、な

るべくリサイクルに協力して欲しいとい

うことを呼びかけるところをまず足がか

りにして、そこからさらに広げていけれ

ばと考えています。今はまだそこ意識の

統一もピンときてないような部もござい

ますので、まずそこから手つけていきた

いというふうに考えてます。 

（田中充 会長） 

はい、中村委員、お願いします。 

（中村重男 委員） 

ありがとうございました。私が言いた

かったのは、各部署が色んな事業をやっ

てますけど、その１つ１つの事業に脱炭

素の発想を入れていただいて、この事業

は、どれだけ脱炭素に貢献できるかと

か、そういうチェックシートを作ってい

ただければよろしいのかなという、イメ

ージで言っているんですけれど。すみま

せん。 

（荒井広幸 環境部長） 

調書を作るだけでは形骸化してしまい

がちというところもありますので、まず

は気持ちがついてこないと、なかなか実

はとれないかなというのが、正直なとこ

ろ私が感じているところです。いただい

たご意見も参考にしながら、各部に対し

て脱炭素についどう協力を求めていける

か、しっかり考えていきたいと思いま

す。 

（田中充 会長） 

わかりました。委員の方からはおそら

く、それぞれの事業を評価する項目の１

つに脱炭素の視点を入れるとか、そうい

うチェック欄を設けるとか、事業を行う

部署が自らそうした視点を確認できる、

そういうことも考えたらどうだろうか

と。そうすることで、脱酸素の取り組み

を全庁、全事業に定着させていくと、そ

んなことかなと思いました。ありがとう

ございます。それでは土屋委員、それか

ら百田委員、どうぞお願いします。 

（土屋のりこ 委員） 

環境学習に関して、保育園・幼稚園に

対してどのようなことをされてるのかと

いうことを、後ほどで構いませんので情

報提供をお願いいたします。 

（田中充 会長） 

はい、ありがとうございます。それで

は後ほどお願いいたします。百田副会

長、どうぞ。 

（百田真史 副会長） 

副会長の百田でございます。こういう

ことを私が感じているということで、エ

ンジニアの視点から温暖化対策、教育に

ついて少しコメントでございます。 

今、持続可能な開発のための教育とい

うことで、内閣官房とか内閣府が省庁を

横串で教育をやるんだということで、議

長が文科省と環境の事務次官の方でやら

れてるんですけど。中身見ると意識啓発

ばかりで、専門知識を持って実際に実行

する人材を育てるっていうプログラムが

どこにもないんですね。中には「リーダ
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ーを育てる」しか書いてない。というこ

とで、PDCAの Planしかないんです。Do

がないし、回らない、というのをすごく

問題だと思っておりまして。専門家がい

ないのでデータも作れないし、何してる

のかよくわからないなっていうのが僕の

最近の感想でして、世の中ずいぶん空回

ってるんじゃないか、というふうにちょ

っと危惧しています。そういう意味で、

将来的に環境教育を受けた子供たちが、

そういうエンジニアになってくれること

をすごく期待してるんですが、2030年

には間に合わないかなというので、少し

そこら辺で歯がゆい思いをしている、と

いう感想でございます。はい、以上で

す。 

（田中充 会長） 

わかりました。副会長のご指摘はです

ね、意識啓発も大事だし、同時にそうい

う技術を身に着ける、技術を育成する、

そうした人材作りも大事だという、こう

いうご指摘かなと思います。 

それでは報告事項１から７まで大変多

岐に渡るご指摘それから今後の事業への

視点・示唆いうものもいただいておりま

す。もうすでに行った事業もあります

し、これからさらに準備をして継続して

いくという事業もあるようですので、ぜ

ひ今日のご指摘を参考にしながら、反映

できるところは反映をしていただければ

と思います。 

その他ということで一件ございまし

て、脱炭素ロードマップの進捗管理と実

績の公表方法および管理シートというこ

とでございます。これは事務局から特に

資料はないけれども、ご報告ということ

でしょうか。よろしくお願いいたしま

す。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

ただいま資料を画面の方に共有をさせ

ていただいております。実際には次回の

第２回審議会でご報告する予定のお話を

させていただきます。 

脱炭素ロードマップを昨年度策定いた

しました。2030年度までに取り組む脱

炭素施策を、区民の皆様と共有して取り

組んでいくことを目的に作ったものです

が、事業が非常に多くてわかりづらいと

いうところがございますので、区の取り

組みをイメージしやすい７事業を重点事

業として、管理して抽出して公表してい

きたいと考えております。この７事業で

脱炭素ロードマップ全体の７割ほどの

CO₂の削減を見込んでいるところです。

例えば、太陽光発電設置補助や電気自動

車の購入費、そして議論もありましたプ

ラスチック分別回収、あとは庁内のペー

パーレス化、雑がみのリサイクルなどで

す。 

管理シートの枠組みですが、この７つ

の事業ごとを１枚のシートにまとめて掲

載していきたいと考えております。併せ

て脱炭素と関連の深い、ごみの減量に関

する実績や推移を参考データとして掲載

を予定しております。具体的には、次回

の第２回の審議会でお示しさせていただ

く予定のお話でした。以上でございま

す。 

（田中充 会長） 

はい、わかりました。何かご質問等ご

ざいましたらお願いいたします。あるい

は要望もよろしいかと思いますがいかが

でしょうか。 

よろしいでしょうか。おそらく脱炭素

ロードマップは非常に多岐にわたる事業

を網羅してるんですが、その中で特に重
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要な事業を重点事業として７事業を抽出

して、ここを特に管理シートで的確にま

た迅速に管理していきたい、これが事務

局のご趣旨かなと思います。 

先ほど上委員から、区内全体の排出量

の集計が２年、３年遅れでまとまってく

るとこれについて、もう少し早められな

いかというご指摘がありました。こちら

の方の事業が比較的短期に前年の実績、

どれだけ事業が進んだかあるいはどれだ

けこれは CO₂換算すれば削減できたかと

いう効果が把握できるという、そのよう

に理解しておりますので、少なくとも区

内全体の排出量の推計よりもこちらの方

は迅速にまとまるということかなと思い

ます。先ほど出ました PDCAを的確に回

していくという意味でも大切な取り組み

かと理解しているところです。私から少

し補足でございます。 

さて、予定した議題は以上でございま

す。全体に渡って、ご意見、ご指摘ござ

いましたらお願いしたいと思いますがい

かがでしょう。今日ご発言がなかった委

員で、これだけは言っておきたいという

ことがありましたら、どうぞ。よろしい

でしょうか。はい、特になければ次回に

ぜひご発言いただければと思います。 

それでは、今後の予定など事務局の方

にお戻しますので、よろしくお願いいた

します。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

はい、長時間にわたりご審議いただき

ましてありがとうございました。 

次回の環境審議会は９月９日月曜日の

午前 10時から開催予定でございます。

会場は今回同様、８階の庁議室を予定し

ております。後日、環境審議会の開催に

ついて文書にして改めてお知らせいたし

ます。次回もオンラインを併用した形で

開催する予定でございます。 

事務局からは以上でございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。それでは以

上をもちまして、令和６年度第１回足立

区環境審議会を閉会いたします。皆様あ

りがとうございました。 
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